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萬
葉
集
「
左
太
の
油
」
考

昭
和
廿
六
年
三
月
に
『
枚
方
市
史
』
が
十
余
年
の
歳
月
を
閲
し

て
完
成
刊
行
せ
ら
れ
、
其
記
念
事
業
と
し
て
枚
方
市
祉
會
敦
有
委

員
會
主
催
で
、
枚
方
市
内
史
跡
め
ぐ
り
が
昭
和
廿
六
年
十
一
月
か

ら
昭
和
廿
七
年
五
月
ま
で
緑
月
一
回
、
前
後
七
回
に
わ
た
つ
て
堺

行
さ
れ
た
。
自
分
も
東
追
者
の
一
人
と
し
て
餅
回
此
行
に
参
加
し

た
が
、
今
更
脚
下
照
顧
の
必
要
を
利
感
し
た
。
第
三
回
日
は
廿
七

年
一
月
跳
詫
方
面
を
さ
ぐ
っ
た
が
、
此
時
自
分
は
『
萬
葉
集
』
に

見
え
る
「
左
太
の
油
」
が
或
は
こ
の
枚
方
市
の
跳
詫
に
は
非
ざ
る

か
と
の
疑
ひ
を
持
つ
に
至
っ
た
。
今
こ
の
地
名
に
就
て
聯
か
考
證

の
筆
を
進
め
て
み
よ
う
。
萬
葉
集
に
は
此
地
名
が
三
箇
所
見
え
て

ゐ
る
。
即
ち
咎
十
一
に
一
箇
所
巻
十
二
に
二
箇
所
で
あ
る
。

〇
奥
波
邊
浪
之
来
緑
左
太
能
油
之
此
左
太
過
而
悛
将
慰
可
間

巻
十
一
寄
物
陳
息
二
七
三
二

〇
奥
浪
邊
浪
之
束
依
貞
浦
乃
此
左
太
辿
而
餃
賠
慰
胴

脱
旅
疲
思
三
一
六

0

〇
貞
能
納
爾
依
流
白
浪
無
間
思
乎
如
何
妹
爾
難
相

萬

葉

集

咎
十 脊
十

「
左
太
の
浦
」

三

0
二
九

』
の
本
文
で
あ
る
が
二
七
三
二
の

に
「
邊
波
」
と
あ
り
三
一
六

0
の
「
邊
浪
」
は

に
「
m虚
波
」
と
な
し
「
此
左
太
」
は
「
比
左
太
」
と

『
細
井
本
』
に
作
り
三

0
二
九
の
「
納
」
は
『
類
緊
古
集
』
及

『
古
葉
略
類
漿
砂
』
に
「
泊
」
と
あ
り
『
西
本
順
寺
本
，
＝
『
紀
州

平
』
『
湿
古
堂
本
』
に
泊
と
あ
る
。
勿
論
「
州
」
で
な
け
れ
ば
怠

が
通
じ
な
い
。
ま
た
「
無
間
」
を
『
元
肝
本
』
に
「
無
及
」
に
作

り
、
「
如
何
」
の
「
如
」
の
字
は
『
古
葉
略
類
棗
紗
』
『
紀
州

本
』
『
湿
古
堂
本
』
『
大
矢
本
』
『
京
大
本
』
に
は
無
い
。
し
か

し
こ
れ
ら
は
地
名
「
左
太
の
浦
」
或
は
「
貞
の
泊
」
「
貞
の
州
」

に
何
等
影
鰐
を
及
ぼ
さ
な
い
校
異
で
あ
る
。
「
さ
だ
の
う
ら
」
に

は
何
等
異
字
定
認
め
得
な
い
。
さ
て
こ
の
「
さ
だ
の
う
ら
」
の
地

名
は
い
づ
こ
に
擬
定
す
べ
き
で
あ
る
か
を
論
ず
る
前

の
従
来
の
説
を
抄
出
す
る
。
（
類
似
〇

0
『
八
雲
御
抄
』
巻
五
名
所
部
洞

考

尋
口

代

五
七

さ
た
の

筑
紫
獄
。

湘

園

は



〇

脊

十

一

さ

た

の

浦

は

筑

紫

な

る

よ

し

、

八
実
御
抄
に
し
る
さ
せ
た
ま
へ
り
。
（
初
稿
本
）
左
太
能
浦

ハ
八
索
二
筑
紫
卜
注
セ
サ
セ
給
ヘ
リ
。
（
梢
撲
本
）

0
『
寓
菜
集
名
寄
』
下
之
一
貞
泊
諮
廿
は
二
國
マ
チ
マ
チ
。
家

陛
卿
濶
二
、
出
実
ナ
ル
ト
ヨ
メ
リ
。

0
『
路
架
考
』
谷
四
貞
泊
は
和
呆
に
今
在
、
ま
た
出
雲
園
に

も
あ
り
、
い
づ
れ
を
こ
こ
に
い
へ
る
か
。

0
『
萬
棠
集
略
解
』
往
十
一
貞
前
は
和
泉
に
今
在
り
、
又
出
雲

に
も
有
り
、
こ
こ
は
い
づ
れ
に
か
。

0
『
萬
葉
集
古
義
』
十
一
咎
之
下
左
太
能
泊
は
和
泉
に
今
在

り
、
又
出
雲
に
も
あ
り
、
こ
こ
は
い
づ
れ
に
か
、
と
略
解
に

い
へ
り
、
土
佐
に
嵯
陀
綺
あ
り
、
も
し
は
そ
こ
な
ら
む
も
知

べ
か
ら
ず
（
今
あ
し
ず
り
と
云
は
磋
咤
の
字
よ
り
出
た
る
後

の
唱
な
り
）

0
『
萬
棠
集
名
虞
考
」
往
之
三
さ
だ
の
う
ら
（
左
太
能
浦
）

（
貞
泊
）
（
貞
能
氾
）
な
ど
書
り
、
土
佐
闘
幡
多
郡
伊
佐
村
に
、

跳
詫
御
崎
あ
り
、
卯
チ
金
剛
幅
寺
の
山
岬
な
り
、
後
世
に
至

り
て
、
足
招
山
と
呼
り
、
彼
ノ
寺
に
蔵
る
、
應
保
年
中
よ
り

文
明
年
中
ま
で
の
古
文
甚
ど
も
に
、
皆
跳
詫
と
あ
り
、
足
摺

と
い
ふ
は
、
近
キ
批
に
跳
詫
の
字
に
就
て
出
来
た
る
唱
な

り
、
此
ノ
岬
の
悔
に
祁
と
い
ふ
べ
き
所
あ
り
て
、
質
に
奥
浪

邊
浪
の
は
げ
し
く
よ
せ
か
へ
る
地
な
れ
ば
、
彼
慮
に
や
。

萬
葉
集
「
左
太
の
洞
」
考

巻
十
一
萬
葉
考
二
云
貞
浦
和

巻
十
一
ザ
ダ
ノ
浦
は
い
づ
く

0

安
謀
野
雁

泉
出
雲
に
今
在
り
。

0
『
萬
棠
集
新
考
』
井
上
通
泰

に
か
知
ら
れ
ず
。

0
『
萬
葉
集
目
安
補
正
』
第
四
左
太
之
浦
筑
前
の
躙
と
云
り
。

0
『
萬
葉
集
網
繹
』
巻
第
十
一
左
太
の
浦
の
左
太
の
洞
は

和
泉
と
も
い
ひ
出
雲
と
も
い
ふ
が
所
在
未
詳

0
『
萬
業
集
全
繹
』
巻
第
十
一
左
太
能
浦
之
左
太
の
浦
は

和
泉
に
も
出
雲
に
も
あ
る
と
い
ふ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
伊

豫
の
佐
田
岬
・
土
佐
の
瑳
詫
岬
な
ど
も
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
ら
し
く
も
な
い
。
咎
十
二
に
も
貞
能
情
(
-
―
1
0
二
九
）
．

貞
浦
（
三
一
六

0
)
と
出
て
ゐ
る
か
ら
、
名
高
い
と
こ
ろ
で

あ
ら
う
。

0
『
萬
葉
集
大
成
』
浦
は
所
在
不
明
。
（
本
文
篇
）

0
『
萬
葉
集
全
註
繹
』
巻
十
一
サ
ダ
ノ
浦
は
、
所
在
不
明
。

0
『
萬
葉
集
評
繹
』
窪
田
空
穂
巻
十
一
左
太
の
浦
の
、
所
在

未
詳
。
土
佐
の
闊
に
も
伊
豫
の
闘
に
も
同
名
の
岬
が
あ
る
。

0
『
評
繹
萬
葉
集
』
佐
佐
木
信
網
巻
第
十
一
佐
汰
の
浦
佐

太
は
和
泉
、
土
佐
、
出
雲
な
ど
に
あ
っ
て
、
佐
太
・
佐
田
・

佐
陀
・
狭
田
・
佐
多
・
跳
詫
な
ど
と
書
い
て
ゐ
る
。

0
『
萬
業
地
理
考
』
（
左
太
能
浦
）
（
貞
浦
）
（
貞
能
情
）
未

詳
。
伊
豫
園
西
宇
和
郡
に
佐
田
岬
あ
り
。
こ
の
地
の
浦
を
い

五
八



萬
葉
集
「
左
太
の
涌
」
考

ふ
に
あ
ら
ざ
る
か
。
古
義
に
は
「
土
佐
國
幡
多
郡
な
る
跳
詫

岬
の
附
近
な
る
油
な
ら
む
」
と
い
へ
り
。

0
『
萬
業
隊
典
』
佐
佐
木
信
綱
さ
だ
の
う
ら
左
太
の
油
（
地

名
）
未
詐
。
諸
説
(
-
)
土
佐
園
幡
多
郡
な
る
跳
聡
岬
の
附

近
な
る
油
で
あ
ら
う
（
古
義
）
。
（
二
）
伊
豫
闘
四
宇
和
郡
に

佐
田
岬
が
あ
る
。
こ
の
地
の
油
か
（
萬
地
）
。

0
『
萬
葉
集
陪
典
』
折
口
信
夫
國
郡
未
詳

0
『
萬
葉
集
私
注
』
所
在
未
詳
サ
ダ
は
諸
所
に
あ
る
名
で
あ

る
が
、
出
玉
風
土
記
に
見
え
る
佐
太
水
海
は
考
ふ
べ
き
一
っ

で
あ
ら
う
。
佐
太
湖
は
松
江
の
四
に
、
址
を
歿
し
て
今
は
田

野
と
な
っ
て
居
る
と
い
ふ
。
河
内
の
佐
太
も
和
名
抄
の
郷
名

に
見
え
、
淀
川
に
接
し
た
湖
が
存
し
た
と
い
ふ
か
ら
考
へ
ら

れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

0
『
萬
葉
の
追
跡
を
さ
ぐ
る
』
「
園
文
學
解
評
と
鑑
宜
」
昭
和

廿
七
年
一
月
腕
。
片
岡
一
義
土
佐
こ
の
跳
詑
御
崎
は
今
「
足

摺
岬
」
と
も
い
ひ
、
土
佐
の
四
南
端
に
突
出
す
る
半
島
で
あ
．

る
。
跳
詫
岬
と
立
口
い
て
「
あ
し
ず
り
み
さ
き
」
と
も
誼
む
。

間
出
璧
立
敷
十
丈
、
怒
訂
岩
に
あ
た
っ
て
砕
け
飢
に
右
の
歌

屎
に
ふ
さ
は
し
い
所
で
あ
る
が
、
肌
に
地
名
を
同
じ
く
し
、

地
形
の
類
似
し
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て
の
み
こ
の
地
を
萬
菜
の

歌
枕
と
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
配
流
の
人
て
も
な
け
れ

ば
こ
ん
な
遠
隔
の
地
に
訪
ね
て
来
る
人
も
あ
る
ま
い
し
、
又

五
九

貞
浦
と
い
ふ
地
名
が
和
泉
の
國
に
も
又
出
雲
、
伊
豫
に
も
あ

る
に
於
て
は
な
ほ
さ
ら
の
事
で
あ
る
。
因
み
に
鎚
詫
岬
の
附

近
に
は
「
跳
詫
の
泊
」
と
い
ふ
地
名
は
な
い
。

0
『
萬
菜
集
事
典
』
佐
佐
木
信
網
貞
洞
、
貞
能
州
、
左
太
能

測
。
未
詳
。
佐
太
は
和
泉
、
土
佐
、
出
雲
、
な
ど
に
あ
っ

て
、
佐
太
、
佐
田
、
佐
陀
、
狭
田
、
佐
多
、
嵯
詫
な
ど
と
書

い
て
あ
る
。

以
上
羅
列
し
た
萬
葉
集
の
諸
註
膵
書
は
未
だ
定
説
を
載
せ
る
ま
で

に
至
ら
な
い
で
何
れ
も
臆
測
の
程
度
を
出
な
い
も
の
で
、
筑
紫
、

出
雲
、
和
泉
、
土
佐
、
伊
豫
、
河
内
等
が
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
ゐ

る
が
確
證
は
な
い
。
『
古
事
類
苑
』
帥
祇
部
氏
帥
の
章
に
『
帥
祉

啓
蒙
』
を
引
用
し
て
左
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。

「
佐
陀
軸
祉
在
出
雲
闘
秋
鹿
郡
、
所
祭
之
紳
四
座
也
」
(
-
音
代

註

、

イ

ザ

ナ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

、

イ

ザ

ナ

ミ

ノ

ミ

コ

ト

、

ス

サ

ノ

ヲ

ノ

ミ

コ

ト
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）

又
『
和
漢
三
才
閻
會
』
を
引
い
て

「
佐
陀
大
社
在
秋
匝
郡
」
(
-
音
代
註
祭
帥
四
座
）

と
記
し
て
ゐ
る
。
更
に
類
苑
紳
骸
の
章
に
『
羅
山
文
集
』
の
引
用

が
あ
る
。
「
河
内
闊
茨
田
郡
佐
太
郷
有
1

一
菅
帥
崩
[
俗
他
稲
江
芹
太
-
或

作
ー
ー
沙
汰
[
」

又
、
別
宮
掘
祉
の
掌
に
『
皇
大
帥
宮
儀
式
帳
』
を
掲
げ
、
蜀
社
四



十
祉
の
中
に
左
の
明
文
が
あ
る
。

「
狭
田
帥
祉
一
慮
稲
須
廠
留
女
帥
兒
、
速
川
比
古
、
速
川
比

女
、
山
末
御
玉
三
柱
、
形
無
、
同
内
親
王
定
翫
」

以
上
は
帥
祉
で
あ
る
が
、
寺
院
に
は
名
刹
金
剛
輻
寺
、
別
名
、
跳

詫
寺
が
あ
る
。
『
紹
群
古
類
従
』
所
載
の
緑
起
に
よ
れ
ば
弘
法
大

師
が
弘
仁
年
中
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
剖
建
し
た
も
0

で
あ

る
。
『
和
漠
三
才
闘
會
』
に

「
四
躙
遍
路
八
十
八
箇
寺
…
…
跳
詫
寺
三
十
八
在
二
幡
多
郡
伊

佐
村
一
山
寺
後
深
山
本
尊
千
手
観
音
立
像
八
尺
」

と
見
ゆ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
正
應
五
年
の
政
所
下
文
に

「
幡
多
庄
跳
詫
御
崎
住
侶
等
仰
下
條
々
」

と
い
ふ
地
名
が
記
さ
れ
、
正
疫
二
年
の
院
主
椛
少
僧
都
心
疫
が
院

主
職
を
定
疫
法
師
に
宛
て
た
誤
朕
に
も

「
譲
渡
土
佐
憫
幡
多
庄
跳
詫
三
崎
金
剛
輻
寺
院
主
戦
胄
」

と
あ
り
、
又
文
明
十
一
年
法
印
善
雅
の
誤
状
に
も

「
磋
詫
山
金
剛
面
寺
院
主
職
昌
宗
法
師
誤
奥
事
」

と
の
明
示
が
あ
り
、
其
他
『
土
州
淵
岳
志
』
に
は

「
跳
詫
山
金
塵
輻
寺
袖
陀
洛
院
ハ
飢
言
第
一
ノ
露
袖

和
寺
末
寺
」

と
見
え
、
『
日
本
行
脚
文
集
』
に
も

「
踪
詫
寺
、
か
ね
て
耳
お
ど
ろ
く
叡
山
、
·
…
•
ふ

寺
、
如
員
法
印
に
油
談
し
て
案
内
を
こ
ひ
巡
麗
す
」

萬
葉
集
「
左
太
の
油
」
考

な

ど

と

記

さ

れ

、

こ

れ

ら

は

主

と

し

て

か

ら

の

孫

引
で
あ
る
が
、
地
閂
を
按
ず
る
と
、
土
佐
の
四
南
端
太
平
洋
に
臨

ん
だ
所
で
あ
る
。
さ
て
現
在
「
さ
た
の
岬
」
を
他
に
検
す
る
と
、

伊
豫
の
西
端
と
大
限
の
噌
端
に
あ
る
。
悉
く
半
島
の
尖
端
部
で
あ

る
。
今
諸
書
0

「
さ
た
」

0
記
載
を
左
に
列
學
す
る
。

0
佐
太
島
根
縣
出
雲
胴
八
東
郡
の
北
部
。
大
字
佐
太
宮
内
に

瞑
幣
小
祉
佐
太
帥
祉
銀
座
、
古
地
名
の
佐
太
郷
は
今
の
佐

太
村
、
…
…
。
の
滋
を
稲
す
出
裳
風
土
記
に
帥
戸
里
と
あ
る
の

は
即
ち
そ
れ
で
あ
ら
う
。
（
平
凡
祉
大
僻
典
）
（
日
本
地
名
大
僻

典
同
怠
）

0
佐
田
村
大
分
縣
悶
悛
國
宇
佐
郡
の
東
部
（
大
僻
典
）
（
日
本
地

名
大
衛
典
）
（
大
日
本
地
名
僻
げ
）

0
佐
多
村
直
兒
島
縣
大
隅
國
肝
厨
郡
の
甫
端
。
そ
の
先
端
を

佐
多
岬
と
い
ふ
（
大
隊
典
）

〇
既
詫
村
大
阪
府
北
河
内
郡
の
酉
部
(
-
音
代
曰
、
現
在
杖
方

市
の
南
端
）
。
淀
川
の
東
岸
。
和
名
抄
佐
太
郷
の
内
。
（
大
孵

典
）
（
日
本
地
名
大
怠
典
）

〇
踪
詑
池
大
阪
府
枚
方
市
眈
詫
川
に
あ
る
池
。
淀
川
の
誓
河

泊
で
あ
ら
う
。
末
は
跳
詫
川
と
な
り
木
屋
池
に
入
る
。
和
歌

0
名
所
。
古
今
六
帖
「
我
せ
こ
が
老
る
を
惜
き
さ
た
の
池
の

た
ま
心
に
も
が
な
苅
あ
げ
は
や
さ
ん
伊
勢
」
（
大
僻
典
）
（
大

日
本
地
名
孵
書
同
認
）

ハ
0



0
佐
太
郷

「
左
太
の
油
」
考

0
佐

田

岬

一

崎

村

0
四
端
に
あ
る
岬
。
三

崎
半
島
0
先
端
と
す
。
（
大
即
典
）

〇
足
捐
岬
・
跳
詫
岬
闘
知
縣
（
平
几
社
大
百
科
拝
典
）

〇
狭
田
園
生
紳
祉
三
爪
縣
度
會
郡
田
丸
町
大
字
佐
田
に
銀
座
。

皇
大
神
官
罰
祉
二
十
四
所
の
一
。
『
延
喜
大
帥
宮
式
』
及
び

『
帥
名
式
〗
に
戦
つ
て
ゐ
る
。
『
低
式
帳
』
は
狭
田
帥
祉
に

作
る
。
『
太
神
宮
本
記
』
に
よ
れ
ば
、
倭
姻
命
皇
大
帥
奉
じ

伊
蘇
の
宮
か
ら
寒
川
を
訴
り
ま
し
た
時
、
速
河
彦
命
途
上
に

参
會
せ
ら
れ
、
畔
阪
之
狭
田
の
國
と
白
し
て
佐
々
上
の
帥
田

を
進
め
、
そ
こ
に
連
河
成
田
祉
を
定
め
給
う
た
と
い
ふ
。

（
大
百
科
下
典
）

0
佐
多
岬
匝
兒
島
縣
肝
厨
郡
佐
多
村
に
あ
る
岬
。
（
大
百
叶
芥

典
）
（
日
本
地
名
大
陥
典
）

0
佐
田
岬
受
綬
縣
四
宇
和
郡
に
あ
る
岬
。
（
大
百
科
堺
典
）
（
日

本
地
名
大
陥
典
）
（
大
日
本
地
名
孵
げ
）

〇
詐
田
筑
前
闊
の
古
地
名
。
和
名
抄
に
上
座
郡
詐
田
郷
あ
り
。

高
山
寺
本
に
は
作
田
郷
に
作
る
。
そ
の
地
今
の
朝
倉
郡
高
木

村
の
邊
に
常
り
、
戸
臼
木
村
の
大
字
佐
田
は
郷
の
逍
稲
な
る
べ

し
。
（
日
本
地
名
大
僻
典
）
（
大
日
本
地
名
僻
it
ぃ
同
怠
）

和
名
抄
、
茨
田
郡
佐
太
氾
。
今
跳
詫
村
是
な
り
(
-
』
ロ

出
雲
風
土
記
闘
引
0

（
大
院
典
）

に
見
ゆ
る
地
名
。
佐
太
闘
。

ノ‘

代

曰

く

況

在

枚

方

市

）

姓

氏

録

佐

太

宿

禰

、

坂

上
大
宿
蘭
同
祖
、
後
洟
後
帝
男
延
王
後
也
」
は
此
獄
：
＇
・
：
呼
揺

詫
帥
祉
は
跳
詑
山
に
在
り
大
字
を
中
振
と
梱
す
、
中
振
の
名

は
訊
心
寺
建
愁
二
年
文
贅
に
見
ゆ
。
（
大
日
本
地
名
慇
心
）
（
玄
ロ

代
註
、
中
振
闊
所
乱
心
寺
文
書
参
石
）

0
佐
太
宮
大
庭
一
番
に
在
り
(
-
ァ
ロ
代
曰
く
現
在
庭
在
向
ピ
躁
詫
村

天
満
宮
の
分
祠
な
り
。
襄
安
元
年
淀
城
主
永
井
尚
政
造
す
。

（
大
日
本
地
名
孵
託
口
）

0
佐
陀
川
松
江
市
末
次
の
四
二
十
町
（
大
日
本
地
名
僻
閃
）

〇
奥
津
波
…
…
（
萬
業
）
（
此
佐
太
泊
は
此
地
に
や
不
詳
）
（
大

日
本
地
名
縮
古
）
（
苫
代
曰
く
出
雲
）

0
佐
太
今
佐
太
村
及
び
古
志
村
古
曾
志
村
の
三
と
な
る
。
風

土
記
に
誹
戸
里
と
鈴
す
れ
ど
、
和
名
抄
に
之
を
鋏
く
は
、
條

脱
失
に
似
た
り
。
（
大
日
本
地
名
陥
耗
〗
〗
）

0
佐
陀
紳
祉
今
佐
太
村
宮
内
の
帥
名
火
山
の
覧
に
在
り
、
帥

魂
命
の
子
、
佐
太
大
帥
を
祭
る
。
（
呻
祇
志
料
、
出
[
言
誓
者
ど

（
大
日
本
地
名
鯨
ほ
）

0
佐
田
若
狭
、
常
陸
（
大
日
本
地
名
加
掌
虚
）

0
佐
多
大
隅
（
大
日
本
地
名
僻
芯
）

以
上
で
諸
甚
に
見
え
る
「
さ
だ
」
の
地
名
の
抄
録
を
盈
し
た
禎

り
で
あ
る
が
『
和
名
煩
棗
抄
』
に
は
「
河
内
國
佐
太
」
と
記
さ

れ
、
他
に
「
さ
だ
」
の
郷
名
が
見
え
な
い
。
和
名
抄
の
國
郡
の
部



は

源

順

の

で

は

な

く

悛

批

の

あ

る

と

い

ふ

疑

間

が

提

出
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
最
近
の
軒
究
で
は
、
本
文
に
引
紹
き
著
者
の
晩

年
に
編
輯
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
（
國
晶
と
國
文
學
昭
和
廿
九

年
一
月
披
秋
本
吉
郎
氏
論
文
）

「
さ
だ
」
の
地
名
が
河
内
以
外
に
和
名
抄
に
載
つ
て
居
ら
な
い

の
は
同
古
の
編
箕
方
針
が
罰
郡
郷
名
に
重
幽
を
罰
き
、
山
名
、
河

川
名
、
栂
訊
名
、
岬
名
な
ど
は
淑
せ
な
い
の
が
原
則
で
、
よ
し
そ

れ
ら
の
う
ち
に
ど
れ
位
、
太
古
の
名
が
偲
は
つ
て
ゐ
て
も
、
郷
名

で
な
い
限
り
は
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
知
る
よ
し
も
な
い
。

唯
一
の
郷
名
「
佐
太
」
は
果
し
て
現
在
の
河
内
に
擬
定
し
て
誤
り

な
い
で
あ
ら
う
か
。

の

は

「

さ

だ

」

と

濁

音

に

調

む

の

が

正

訓

で

あ
る
。
「
太
」
は
す
べ
て
集
中
に
於
て
し
か
訓
じ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

は
今
日
の
定
誂
で
あ
る
。
し
か
も
脊
十
一
の
歌
の
川
字
法
の
「
左

太
」
が
濁
音
な
る
こ
と
は
往
十
二
の
歌
の
「
貞
油
」
「
貞
能
情
」

の
川
字
法
と
照
應
し
て
屈
る
こ
と
が
確
固
た
る
典
拇
で
あ
る
。

「
さ
だ
過
ぎ
る
」
と
は
一
の
熟
語
を
構
成
し
て
居
り
『
源
氏
物
語
』

な
ど
に
も
頻
川
せ
ら
れ
て
ゐ
て
傍
讃
と
す
る
こ
と
が
出
来
、
萬
葉

の
歌
の
「
左
太
」
の
訓
法
に
就
て
は
か
く
て
疑
ふ
余
地
が
な
い
。

二
七
三
二
と
三
一
六

0
の
歌
は
文
字
茫
異
に
す
る
の
み
で
全
く
同

訓
で
あ
る
が
、
前
者
は
寄
物
陳
息
の
椋
目
中
に
集
め
ら
れ
た
一
首

で

あ

り

、

の

糠

目

中

に

集

め

ら

れ

て

ゐ

る

。

歌

萬
葉
集
「
左
太
の
油
」
考

の

の

好

機

に

逢

會

し

賄

き

を

歎

息

し

て

ゐ

る

の

で
あ
る
が
、
同
訓
の
歌
が
一
方
は
寄
物
陣
思
の
範
間
を
有
し
他
方

が
覇
旅
疲
思
の
一
群
中
に
載
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
別
々
の
編
集
者

に
依
つ
て
集
め
ら
れ
た
歌
が
最
俊
に
一
人
の
萬
葉
編
集
者
に
よ
っ

て
採
用
せ
ら
れ
重
複
を
い
と
は
ず
掲
載
さ
れ
た
の
か
或
は
重
複
に

氣
附
か
ず
採
録
さ
れ
た
の
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。
又
想
像
を
辻
う

す
れ
ば
用
字
法
を
異
に
す
る
同
一
訓
法
の
歌
を
わ
ざ
と
保
存
す
る

目
的
で
採
用
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
覇
旅
披
思
と
い
ふ
題
は

萬
葉
集
以
前
の
元
典
に
既
に
し
か
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
旅
人
の
海
氾

逍
並
中
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

太
古
の
時
代
浪
速
の
入
江
は
跳
詫
、
枚
方
方
面
ま
で
潤
入
し
て

ゐ
て
、
伊
加
賀
崎
や
跛
詫
山
の
裾
を
波
が
洗
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は

草
香
の
入
江
の
方
面
ま
で
展
開
し
て
居
り
、
後
徐
々
に
蒻
が
後
退

し
て
か
ら
は
淀
川
が
現
在
の
川
筋
よ
り
東
方
に
偏
し
渚
の
岡
、
伊

加
賀
崎
、
跳
詑
山
の
斯
崖
の
下
に
泊
う
て
流
れ
て
ゐ
た
。
現
在
渚

の
岡
は
淀
川
の
水
流
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
紀
貫
之
が

土
佐
日
記
に
舷
述
す
る
光
尿
は
す
ぐ
接
近
し
た
麓
で
あ
り
、
伊
加

賀
綺
も
高
光
集
や
古
今
集
や
紹
後
拾
追
集
に
歌
枕
と
し
て
隊
原
高

光
、
兼
鰐
王
、
和
呆
式
部
が
そ
れ
ぞ
れ
詠
み
込
ん
で
ゐ
る
の
は
枚

方
湿
泉
の
丘
陵
か
ら
奮
式
内
怠
賀
美
帥
祉
の
跡
に
辿
る
一
如
宙
の
高

地
を
指
し
て
ゐ
て
、
現
在
淀
川
か
ら
は
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
奈
良
時
代
に
は
入
江
と
淀
川
の
水
流
と
が
合
し
て
廣
く
展

/‘ 



萬
葉
集
「
左
太
の
油
」
考

平
安
時
代
の
歌
に
左
の
の
一
首
が
あ

0

0

 
0
 
0
 

〇
我
せ
こ
が
老
る
か
を
し
さ
さ
た
の
池
の

け
は
や
さ
ん
池
古
今
六
帖
第
三
第
六

〇
我
が
せ
こ
を
お
ぼ
ゆ
る
か
を
し
き
笹
の
池
の

刈
り
上
げ
は
や
さ
む
夫
木
和
歌
抄
廿
三

の
歌
の
校
異
を
示
す
な
ら
ば
『
河
内
名
所
闘
會
』
に

「
を
し

に
も
が
ら
ゃ

（
も
イ
）

も
か
な
苅
あ

開
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
悔
で
あ
ら
う
と
川
で
あ
ら
う
と

左
太
の
泊
と
呼
ぶ
責
格
は
充
分
に
あ
る
。
煩
悶
す
る
萬
葉
歌
人
が

寄
せ
て
は
返
す
波
に
沈
思
す
る
姿
は
在
原
業
平
の
東
下
り
の
粉
本

を
息
は
せ
る
。
唯
歌
の
姿
か
ら
考
寮
す
る
と
淀
川
と
浪
速
入
江
と

の
け
ぢ
め
が
判
然
と
し
な
い
跳
詫
の
浦
あ
た
り
の
ゆ
る
や
か
に
白

浪
の
来
寄
る
廣
潤
な
る
資
辺
を
詠
じ
且
絞
欺
に
託
し
た
抒
箭
で
あ

る
。
泊
と
濱
は
河
洞
園
者
に
共
通
す
る
語
で
枚
方
で
も
鍵
屋
泊
が

あ
り
番
所
泊
が
あ
り
鶴
屋
の
憤
が
地
名
と
し
て
歿
つ
て
ゐ
る
。

河
内
に
は
「
さ
だ
」
の
地
名
が
二
個
所
あ
る
。
郎
ち
枚
方
市
と

庭
窪
町
と
で
あ
る
。
地
形
や
水
流
か
ら
推
定
す
る
と
、
後
者
の
方

は
淀
川
の
流
れ
が
西
に
偏
し
て
現
在
の
如
く
固
定
せ
ね
ば
疲
生

し
得
な
い
棗
落
で
あ
る
が
、
枚
方
市
の
は
丘
陵
が
辿
り
太
古
の

水
流
が
山
据
を
洗
つ
て
ゐ
た
時
代
で
も
存
在
可
能
な
位
置
に
あ

る
。
ど
ち
ら
も
菅
原
珀
員
を
祀
っ
た
紳
祉
が
あ
っ
て
地
名
の
類
似

と
共
に
兄
弟
闊
係
に
あ
る
土
地
柄
で
、
一
方
の
祉
は
分
祝
祉
で
あ

ら
r

つ。

六

と
あ
る
は
『
活
字
本
古
今
六
帖
』
に
し
さ
」
と
な
っ
て

ゐ
る
。
作
者
は
名
所
岡
會
に
伊
勢
と
記
し
て
あ
る
が
『
古
今
六

帖
』
に
は
作
者
名
が
な
い
。
『
伊
勢
集
』
を
も
見
た
が
此
歌
は
載

つ
て
ゐ
な
い
。
『
伊
勢
大
輔
集
』
に
も
見
え
な
い
。
古
窟
本
の

『
古
今
六
帖
』
に
伊
勢
と
標
示
し
た
の
が
あ
っ
た
な
ら
ば
そ
れ
に

従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
暫
く
疑
間
を
歿
し
て
お
く
。
地
誌
類
に

は
悉
く
伊
勢
を
作
者
と
し
て
ゐ
る
が
『
河
内
名
所
岡
會
』
の
孫
引

で
あ
る
。
跳
詫
の
池
は
既
述
の
通
り
枚
方
市
に
現
在
編
入
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
『
夫
木
抄
』
の
歌
は
誤
怠
を
重
ね
て
か
く
愛
化
し
た
の

で
本
歌
は
『
古
今
六
帖
』
で
あ
る
。

〇
駒
な
べ
て
い
ざ
見
に
行
か
む
さ
だ
川
に
枝
さ
し
か
は
す
や
ま

と
な
で
し
こ
歌
枕
名
寄
源
俊
頼

今
手
許
に
『
歌
枕
名
寄
』
が
な
い
の
で
比
校
出
来
な
い
が
、
源
俊

頼
の
『
散
木
奔
歌
集
』
に
は
右
の
一
首
は
見
常
ら
ぬ
。
澄
月
は
如

何
な
る
歌
集
か
ら
引
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
今
名
寄
を
信
恐

し
て
俊
頼
の
歌
と
す
る
と
平
安
時
代
に
は
さ
だ
の
池
や
さ
だ
川
が

歌
枕
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
跳
詫
池
は
跨
詫
山
の
南

麗
に
あ
っ
て
往
昔
は
四
個
あ
っ
た
が
、
現
今
は
一
個
の
み
と
な
っ

た
。
此
水
流
は
香
里
に
入
り
前
川
と
稲
し
終
に
は
裳
屋
川
に
注
い

で
ゐ
た
。
跳
詫
川
は
源
を
菅
相
塚
に
狡
し
跳
詫
池
を
紐
て
香
里

「
郡
」
）
に
入
り
前
川
と
な
る
。
謀
原
家
隆
の
『
壬
一

に
左
の
一
首
が
あ
る
。

下、



る
ら
む

題

詠

で

あ

っ

て

、

の

歌

枕

の

模

倣

で

あ

る

か

ら

、

尺
晶
誡
し
て
ゐ
た
さ
だ
の
泊
は
追
及
出
来
、
な
い
が
、
家
隆
が

旅
行
家
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
か
ら
、
若
し
彼
の
怠
識
に
上
つ

た
さ
だ
の
泊
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
近
隣
に
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。
さ
て
『
萬
菜
集
』
の
間
題
の
さ
だ
の
油
で
あ
る
が
、
之
を
決

定
す
る
鍵
は
結
局
工
幽
葉
集
』
自
身
の
歌
の
配
列
に
よ
る
よ
り
方

法
は
な
い
。
二
七
三
二
の
歌
は
脊
十
一
の
「
物
に
寄
せ
て
息
を
述

ぶ
」
の
中
に
出
て
ゐ
る
一
首
で
あ
る
。
而
し
て
此
一
辿
の
歌
の
中

に
詠
み
込
ま
れ
た
地
名
を
検
す
る
と
志
賀
、
胆
野
、
葛
城
、
小
墾

田
、
住
吉
、
飛
弾
、
難
波
、
竹
葉
野
、
鰐
、
二
上
山
、
三
笠

山
、
佐
保
、
富
士
山
、
師
檄
迫
山
、
朝
香
潟
、
安
太
、
明
日
香

川
、
大
野
川
、
泊
瀬
川
、
猪
名
山
、
応
籠
山
、
不
知
也
川
、
宇
治

川
、
和
置
野
、
千
江
浦
、
三
津
、
菅
島
、
夏
身
祁
、
名
高
洞
、
牛

窓
、
志
呵
、
比
良
泊
、
煎
津
、
都
賀
野
、
三
島
江
、
飢
野
池
、
飽

搾
氾
、
伊
勢
等
で
あ
っ
て
、
四
胴
や
九
州
や
山
陰
氾
は
見
貨
ら
ぬ

0
で
あ
る
。
し
か
も
此
歌
は
牛
窓
と
住
吉
の
間
に
挟
ま
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
牛
窓
は
備
前
欄
邑
久
郡
で
あ
る
。
三

0
二
九
番
の
歌

は
咎
十
二
の
「
物
に
寄
せ
て
思
を
陳
ぶ
」
の
中
に
出
て
来
る
も
の

で
此
一
辿
の
歌
の
地
名
を
再
び
検
す
る
と
、
御
室
、
布
留
、
買
土

山
、
佐
低
川
、
春
日
野
帥
山
、
巨
瀬
、
能
登
瀬
川
、
取
替
川
、
斑

い
つ
と
定
め
ぬ
さ
だ
の
泊
〇
波
〇
災
し

「
左
太
の
前
」
考

ひ
渡

因
可
池
、
淡
誨
の
栂
、
射
詞
山
、
佐
保
山
、
殺
目
山
、

小
野
、
佐
紀
澤
、
有
間
、
吉
野
、
三
笠
山
、
水
窒
岡
、
田
上
山
、

丹
波
、
大
江
山
、
大
崎
、
住
吉
、
宗
我
河
、
奈
良
山
、
狐
追
池
、

斐
太
細
江
、
恰
限
川
、
卯
名
手
杜
、
等
で
あ
っ
一
て
、
し
か
も

「
さ
だ
」
の
一
首
は
淡
海
の
海
と
射
駒
山
の
間
に
介
在
す
る
。
三

一
六

0
番
の
一
首
は
巻
十
二

0

「
覇
旅
に
思
を
狡
す
」
の
一
連
の

歌
の
中
に
あ
っ
て
、
矢
張
り
同
じ
方
法
で
地
名
を
索
出
す
る
と
、

度
會
大
河
、
大
和
、
悶
州
企
玖
笥
、
阿
倍
島
山
、
越
の
大
山
、
員

土
山
、
筐
木
山
、
鈴
鹿
川
、
野
州
川
、
在
千
潟
、
室
の
浦
、
飛
幡

泊
、
粟
島
、
能
登
悔
、
志
呵
、
難
波
潟
、
熊
野
、
松
浦
、
堀
江
、

若
の
請
、
錆
蛉
野
、
等
で
あ
っ
て
、
此
一
首
は
野
州
川
と
在
千
潟

の
間
に
あ
る
。
土
佐
の
突
端
や
伊
豫
の
突
端
に
旅
行
し
た
歌
人
が

あ
っ
た
の
な
ら
よ
い
が
、
そ
ん
な
遠
隔
の
地
方
へ
は
官
吏
と
し
て

の
公
用
も
な
か
っ
た
ら
う
か
ら
、
従
っ
て
歌
も
痰
生
す
る
機
會
は

な
い
。
そ
ん
な
遠
方
へ
行
か
な
く
と
も
常
に
己
が
近
隣
に
自
己
の

知
つ
て
ゐ
る
左
太
の
浦
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
手
近
な
歌
枕

で
充
分
用
が
足
せ
る
。
そ
こ
で
奈
良
人
の
怠
識
に
上
つ
て
来
る
左

太
の
洞
と
い
へ
ば
い
づ
こ
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

大
隅
、
出
雲
、
和
呆
、
土
佐
、
筑
前
r

伊
豫
、
河
内
、
翌
後
、

伊
勢
、
但
馬
、
翌
前
、
若
狭
、
常
陸
、
伯
菩

か
く
並
べ
て
み
て
果
し
て
何
虞
が
述
格
で
あ
る
か
。
吉
田
東
伍
博

士
が
『
和
名
抄
』
の
佐
太
郷
を
以
て
河
内
の
現
在
の
跳
詫
即
ち
枚

、
且
/
n
t
 



萬
葉
集
「
左
太
の
油
」
考

方
市
の
地
名
に
擬
し
て
居
ら
れ
る
の
は
歴
史
的
地
哩
的
双
方
の
條

件
を
具
備
し
た
妥
常
説
で
あ
る
。
佐
太
宿
幡
は
姓
氏
録
に
見
え
後

淡
の
延
王
の
子
孫
で
あ
る
。
奈
良
朝
人
の
直
ち
に
思
ひ
及
ぶ
近
畿

の
地
名
が
此
際
掛
言
業
と
し
て
、
序
詞
と
し
て
此
一
辿
の
三
首
〇

歌
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
様
に
解
せ
ら
れ
る
。
突
飛
な
遠
隔
の
地
名

も
川
ゐ
た
な
ら
ば
常
時
の
都
人
に
は
直
按
感
覺
に
訴
へ
る
何
物
を

も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
大
和
人
に
最
も
親
近
感
を
興
へ
る
の
は

此
河
内
の
跳
詫
の
油
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
今
で
こ
そ
磋
詫
は
淀

川
の
本
流
か
ら
迎
ざ
か
つ
て
し
ま
っ
た
が
、
既
述
の
如
く
千
三
百

年
前
は
男
山
、
洛
岡
、
萬
年
寺
山
、
伊
加
賀
崎
、
磋
詫
山
の
諸
丘

陵
の
龍
に
泊
つ
て
流
れ
て
ゐ
た
の
で
現
在
の
此
邊
の
淀
川
東
岸
の

低
地
は
河
底
地
で
あ
る
。
伊
加
賀
崎
が
古
歌
に
登
場
す
る
と
共

に
、
跳
詑
泊
も
―
つ
の
最
勝
地
と
し
て
は
た
歌
枕
と
し
て
奈
良
平

安
人
士
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
且
「
さ
だ
の
浦
」
と
い
ふ
地
名
が
歌

人
の
頭
に
描
か
れ
、
常
時
陰
に
浮
び
上
つ
て
ゐ
た
れ
ば
こ
そ
「
さ

だ
す
ぎ
て
」
の
序
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
河
内

の
現
在
の
呼
稲
は
庭
窪
町
の
方
は
「
さ
た
」
と
洲
音
に
も
訓
み
枚

方
市
の
は
「
さ
だ
」
と
必
ず
濁
音
に
訓
ま
れ
る
。
竹
田
出
雲
の
浄

瑠
璃
『
菅
原
他
授
手
習
鑑
』
に
見
え
る
「
佐
太
村
」
は
庭
窪
町
の

様
に
思
は
れ
る
。

か
く
て
自
分
は
大
胴
に
も
阪
説
と
し
て
『
萬
菜
集
』
の
「
さ
だ

の
油
」
は
枚
方
市
の
跳
詑
に
擬
定
し
て
最
も
適
應
性
が
あ
る
こ
と

ハ
五

え
る
。
「
さ
だ
す
ぎ
て
」
と
は
好
機
を
逸
し
盛
り
の
齢
を
過
ぎ

る
揺
味
で
後
世
の
文
學
で
は
『
宇
津
保
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
枕

草
子
』
『
紫
式
部
日
記
』
『
和
泉
式
部
集
』
に
も
度
々
用
ゐ
ら
れ
て

ゐ
る
語
句
で
あ
っ
て
、
盛
年
重
ね
て
来
ら
ず
の
歎
で
あ
る
。

『
萬
菜
集
』
巻
十
一
は
賀
茂
員
淵
の
説
く
如
く
集
中
で
も
一
屑

時
代
的
に
涜
る
作
品
集
で
あ
っ
て
、
太
古
程
浪
速
入
江
の
髯
入
も

廣
く
、
跳
詫
山
に
は
古
墳
菅
相
塚
が
あ
り
丘
陵
地
一
俯
に
小
古
墳

が
散
在
し
、
時
折
埋
蔵
物
の
披
掘
が
あ
り
、
瑳
詫
天
満
宮
境
内
か

ら
は
鍼
倉
時
代
の
龍
光
寺
の
古
瓦
が
出
土
す
る
な
ど
か
ら
察
し
て

早
く
か
ら
開
け
景
落
と
し
て
人
々
が
住
み
つ
い
て
ゐ
た
の
で
、
蒲

生
式
土
器
や
其
他
の
追
物
が
枚
方
丘
陵
跳
詫
丘
陵
か
ら
出
土
す
る

こ
と
か
ら
見
て
も
『
萬
業
集
』
の
「
左
太
の
浦
」
に
賢
す
る
條
件

を
具
備
し
て
ゐ
る
の
が
枚
方
市
の
嵯
詫
で
あ
る
。
飢
帆
、
片
帆
の

扉
舟
が
往
束
し
た
此
泊
に
述
く
近
く
寄
せ
束
る
白
浪
に
や
る
せ
な

き
思
を
託
し
て
行
む
情
熱
の
萬
業
歌
人
を
空
想
し
な
が
ら
侮
日
近

代
的
交
通
概
闘
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
。






